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これまでの問題解決技法の研究成果として、問題解決技法の手順は、 図lのようになってい
ることがわかっている。本研究の目的は、生涯学習杜会の実現のために、専門家だけではな
く、一般の人々が問題解決技法の手順を理解して、実際に活用できるようにすることである。
そのために、本研究の課題としては、 第l段階の問題の発見における、第l工程の目的
(Why）の確定について、詳細な分析を試みた。
第l段階 問題の発見
第1工程 目的 （Why）の確定
第2工程対象範囲 （Where）の確定
第2段階問題の解決
第1工程 課題（What）の確定
第2工程 解決策 （How）の確定
第3段階 実行計画の策定
第1工程 期間（When）の策定
第2工程 体制（Who）の策定
第3工程 費用対効果（Howmuch）の策定
図1 問題解決技法の手順
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]I 本研究での研究成果
目的を確定するということはどういうことなのか
図2に、目的を見つけ、更に、本当の目的を見つけるために、目的の確定の流れを示した。
現在自分が困っていることについての要望や、他人からこのよう にして欲しいという依頼があ
った場合、 自分一人またはグループによるブレー ンス トー ミ ングで、まずそれを肯定的な要望
や依頼と否定的な要望や依頼とに分ける。次に、肯定的な要望や依頼はそのまま機能を確定す
るが、否定的な要望や依頼は反転して肯定的な要望や依頼に変更してから機能を確定する。更
に、類似な機能をKJ法で分類する。その後、分類した機能は、「何のためにそうするのか」と
いうことを考えることによって、より上方の機能である目的を見つけるようにする。次に、見
つけた目的を手段として、更に上位の目的を見つけるようにする。このような手順によって最
高位の目的まで展開できたら、今度は逆に、目的が要望や依頼事項に合致しているかどうかと
いう ことを考えて、下方に向かつて戻る。 具体的には、最高位の目的から、下方に向かつて l
つlつ、目的が要望や依頼事項に合致しているかどうかということを確認して、最終的に本当
の目的を確定する。
最高位の目的
要望や依頼に合致しているか。 何のためにそうするのか。
本当の目的 目的
目的l 目的2
機能展開 何のためにそうするのか。
分類した機能1
KJ法での分類
肯定的な機能
機能の確定 反転
肯定的な要望
フやレー ンスト ミー ング
要望や依頼
図2 目的の確定の流れ
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図2における目的の確定の流れについて、順を追って説明する。図3に、目的の確定の手順
を示した。
1. 1 要望や依頼の整理
1. 2 ブレーンストーミング
1 . 3 機能の確定
l. 4 KJ法での機能の分類
2. 1 機能の上方展開
2 . 2 最高位までの目的の追求
2 . 3 本当の目的の確定
図3 目的の確定の手順
図3の手順は、大きく 2つの単位に分かれていることがわかる。 lつは、 1.1から1.4までの
機能を確定する単位であり、もう lつは、 2.1から2.3までの目的を確定する単位である。目的
を確定する前に、機能を確定する必要がある。この流れを、図4図に示した。図4について説
明すると、まず機能を確定した後、その機能を上方展開して、目的を確定することによって、
本当の目的を見つけることができるよう になるのである。
l 機能の確定
2 目的の確定
図4 目的の確定の単位
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2 機能の確定
2. 1 要望や依頼の整理
図3における目的の確定の手順では、 最初に要望や依頼を整理するとしている。これは、自
分の要望や他人の依頼を、そのまま整理するといつことである。図5に示したように、肯定的
に「何々を何々する。」 でもよいし、否定的に 「何々が何々できない。」 でもよい。例えば、「ス
ポーツインストラクターの資格を取りたい。Jという要望があれば、肯定的に 「スポーツイン
ストラクターの資格を取得する。」となる。市民からの「市内にはテニスコー トが無いので、
テニスをしたいけれどできないが、どうにかならないだろうか。jという依頼があれば、否定
的に、「市内では、市民がテニスをすることができない。」となる。アンケート調査等では、長
文で書いてある場合があるが、そのような場合は、肯定的または否定的に、短文に書き直すこ
とが必要で、ある。
何々を何々する。
何々が何々できない。
図5 要望や依頼
2. 2 ブレーンストーミング
図3における目的の確定の手順では、2番目にブレーンストーミングをするとなっている。
ブレーンス トー ミングとは、グループで自由に連想するための技法である。これには、4つの
規則がある。それを、図6に示した。 これでわかるように、整理した要望や依頼について、グ
ループで話し合いをするという ことである。つまり、グループのメンバーが心を解放して話し
合いをすれば、話は必ず良い方向にまとまるであろうということである。このブレーンストー
ミングで具体的に何をするかといえば、アンケー ト調査等をして、整理した要望や依頼が数多
くある場合に、それを集約するということである。という ことは、グループ全員の意思によっ
て、整理した要望や依頼を切り捨てても良いし、新たに追加しでもよいのである。 また、抽象
的な要望や依頼は、ここで具体的な要望や依頼に書き直す必要がある。
1 人の発言を絶対に批判してはいけない。
2 自由に発言してよく 、何を言ってもよい。
3 できるだけ、数多くの発言をする。
4 人の発言に、自分の発言を追加しでも よい。
図6 ブレーンストーミングのま見則
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2. 3 機能の確定
図3における目的の確定の手順では、 3番目に機能を確定するとなっている。ブレーンスト
ーミングでは、アンケート調査等をして、整理した要望や依頼が数多くある場合に、それを集
約した。その中には、 肯定的な要望や依頼もあったし、 否定的な要望や依頼もあった。図7に
も示したように、ここでは、肯定的な要望や依頼は、そのまま肯定的な機能として確定する
が、否定的な要望や依頼は、反転して肯定的な機能として確定する。なぜ、否定的な要望や依
頼を反転させてもよいかというと、一般的に考えてできないようなことでも、できると反転す
ることによって、次には、その場合の制約条件を考えるようにすればよいからである。
肯定的な機能
そのまま 反転
肯定的な要望や依頼 否定的な要望や依頼
図7 機能の確定
2. 4 KJ法での機能の分類
図3における目的の確定の手順では、 4番目にKJ法で機能を分類するとなっている。KJ法
とは、機能が似ているかどうかの基準で、類似の機能を分類するための技法である。この時
に、分類しやすくするために、lつの機能を l枚のカードに書くのが特徴である。 KJ法の流
れ図は、図8にも示したょっに、まず、機能をカードに書く。これを並べて、次に、類似の機
能が記述しであるカードを見つけて、類似の機能のカードを分類する。最後に、分類したレベ
ルの上位の機能を再度カードに書くことによって、機能が集約されることになる。この機能
が、目的を見つけるための最終的な機能となる。
1 機能をカードに書く
2 類似の機能を分類する
3 分類した機能をカードに書く
図8 KJ法の流れ
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2. 5 機能を確定するということはどういうことなのか
ここで、機能を確定するというこ とはどういうことなのか、という こと について述べてみ
る。 図3に示した目的の確定の手順から、機能の確定の部分を抜き出したのが、 図9である。
1. 1 要望や依頼の整理
1. 2 ブレーンス トー ミング
1. 3 機能の確定
1. 4 KJ法での機能の分類
図9 機能の確定
この4つのフェーズの個々については、既に述べてきたが、全体を通してみると、図10に示
したような要望や依頼の発散から機能の収束に向かつて、川の水が上流から下流へ流れるよう
な、大きな流れがあることがわかる。最初に、要望や依頼を基にして、できるだけその数を広
げてから、 次にそれをまとめていく。 これが、機能を確定するための基本的な方法である。
要望や依頼の発散
機能の収束
図10 発散と収束
要望や依頼の発散とは、 基になった要望や依頼は、本当はもっと広い範囲の中の一部であ
る、という考え方である。よって、アンケート調査等からでてきた要望や依頼の裏には、もっ
と多い要望や依頼がある筈なのに、出てきていないという様に考えるのである。機能の収束と
は、その広い範囲の要望や依頼から、本当の機能を見つけようとするものである。 このような
方法を取れば、例え、アンケート調査の結果について調査側が推測していたこととは片寄りが
あったとしても、 全く 問題が無いことがわかるであろっ。これで、機能を確定するということ
はどういうことなのか、ということがわかったのではないだろうか。
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2. 6 機能の確定のための発散と収束
ここで、発散と収束について、もう一度考えてみよう。発散と収束の考え方を、図11に示し
た。市役所での仕事を例に取れば、最初に、市民に対してアンケート調査を行うとする。一般
的に、アンケート調査というものは、全市民の一部に対して行われるので、アンケート調査を
する市民としない市民とに分かれる。ということは、要望を出せる市民と出せない市民とに分
かれることになる。市民の立場で考えれば、要望があるのに出せない訳である。しかし、市役
所の立場で考えれば、全市民の要望を集める訳にはいかないので、 一部の要望を取り上げるし
かないのである。そこで、威力を発揮するのが、「発散」である。図1の例で見れば、市民1と
市民3の要望を、要望lと要望3の「発散」で捉えることになるのである。そこで、ブレーン
ストーミングがいかに大事かということがわかってきたであろう。ただ、「発散」で広がりに広
がった要望をまとめないと収拾がつかなくなる。これらの要望を機能としてまとめなければな
らない。そこで、次に必要となるのが、「収束jである。図11の例で見れば、要望 l、要望2、
要望3を機能への「収束」で捉えることになるのである。そこで、 KJ法による機能の分類が
いかに大事かということが解かつてきたであろう。このように、機能を確定する場合、ただ、
単に、要望を機能にまとめるだけでは、本当の機能の確定にはならない。機能を確定するに
は、要望を「発散」して機能を「収束」することが必要であるということがわかったであろ
う。これにより、機能が確定できれば、次の目的の確定に進むことができるのである。
フやレーンストーミング
アンケート調査
市民l 市民3
図1 発散と収束の考え方
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3 目的の確定
3. 1 機能の上方展開
図3における目的の確定の手順では、5番目に機能の上方展開をするとなっている。図2の
における目的の確定の流れから、直接関係した部分を取り出したのが、図12である。前述の機
能の確定で、機能を分類したが、そこから出発して、目的に向かっている。 このように、 分類
した機能から目的を見つけるのが、機能の上方展開である。とは言っても、どのよ うにした
ら、機能から目的を見つけることができるのだろうか。
目的
機能の上方展開
分類した機能
図12 機能の上方展開
その方法を表わしたのが、図13である。図12と図13とを比較して見るとわかるように、図12
の分類した機能が、図13では手段となっている。ということは、この目的の確定で、最初に行
うことは、 機能を手段と置き換えることである。置き換える と、「その手段の目的は何なのだろ
うか」ということが考えられるようになる。では、手段から目的はどのように考えればよいの
だろうか。目的を考えるには、「その手段は何のためにそうするのか」という様に考えればよい
のである。この考え方が、機能の上方展開の基本的な考え方である。
目的
何のためにそうするのか
手段
図13 手段と目的
「目的」の立場で考えて見ると、「目的」を達成するには、 何かの 「手段jを使わなければな
らないのである。ということは、「機能jを「手段jと置き換えることによって、必ず、［目的」
は見つかるのである。 必ず、「目的」は見つかるという前提に立てば、何も心配することはない
のである。その「手段」は、何のためにそうするのかということを考えて、「目的」が見つかっ
たとする。そうしたら、先程述べたように、「目的」の立場で考えて見ることである。その「目
的」 を達成するには、その 「手段jでよいのだろうか。ょいということで納得できれば、その
「目的」でよいということになり、機能の上方展開ができたということになるのである。 この
ように考えることができれば、機能の上方展開は誰にでもできる筈である。ここで注意しなけ
ればならないのは、「手段」から「目的」を考えないで、「手段」そのものを、「目的Jにしてし
まうことである。
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目的と手段の例を、図14に示した。大学で好きな学習をするのは、自分の好きな仕事をする
ためである。「大学で好きな学習をする」のが手段で、 「自分の好きな仕事をする」のが目的で
ある。これで、機能の上方展開ができたかどうかは、目的としての 「自分の好きな仕事をす
る」には、「大学で好きな学習をする」ことを手段とすれば、達成できるだろうかと考えること
である。
自分の好きな仕事をする
何のためにそうするのか
大学で好きな学習をする
図14 手段と目的の例
別の例を、図15に示した。大学で好きな学習をするのは、大学を卒業するためである。将来
の仕事は、別に考えているとする。大学では、好きな学習だけをして、卒業さえすればよい、
と考えている学生がいるかも知れない。この考え方は、これでよいのである。 これが良い、こ
れが悪いということはないのである。全て、自分の考えた通りでよいのである。
大学を卒業する
何のためにそうするのか
大学で好きな学習をする
図15 手段と目的の例
でも、図14と図15のどちらかに決めないといけない訳であるから、この場合は、どちらにし
たらよいのだろうか。それは、自分を例として捉えた場合、どちらに該当するかを考えれば、
すぐわかることである。グループで演習を行っている場合は、グループメンバーがそれぞれ考
えた場合、グループ全体の考えと して、どちらにするかを決めればよいのである。目的の例と
してもう lつ考えると、「自分の好きな会社に就職する」、ということも考えられるであろう。
あるいは、 「自分の好きな役所に就職するj、ということも考えられるであろう。こうなってく
ると、も うその人自身の人生観そのものになってしまうのである。まだ、他にもいろいろな例
が考えられるが、その「手段」を行う人は誰なのかで、「目的」はだいたい決まってしまうと考
えてよい。このように、「手段Jから「目的」を見つけることは、誰にでもできることなのであ
る。ただ、ある程度の訓練は必要である。機能の上方展開の知識と技術だけでなく 、経験が必
要なのはそのためである。この機能の上方展開は、収束の段階に入っている訳であるから、手
段lつから目的を2つに発散することはできない。ただ、例外として、どちらも捨てがたい場
合は、2つの目的を選択することも可能である。
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図14の手段と目的の例について、もう少し考えた結果を、図16に示した。自分の好きな仕事を
するには、大学で好きな学習をすればよいのはわかる。具体的には、 自分の好きなことを職業
としていくには、大学でその仕事をするために必要な知識、技術を習得して、経験を積むとい
うことである。しかし、それは、 大学でしかできないのだろうか。もし、専門学校で可能な
ら、専門学校でもよいのではないだろうか。あるいは、独力で可能なら、 高校卒業後、その世
界に飛び込んで、独力でもよいのではないだろうか。つまり、自分の好きな仕事をするのに
は、大学で好きな学習をする以外に数多くの方法があるということなのである。ということ
は、「自分の好きな仕事をする」という機能は、「専門学校で好きな学習をする」という機能と、
「大学で好きな学習をする」という機能、「独力で好きな学習をするJという機能の、3つの機
能を含んでいることになるのである。 機能の上方展開をするということは、このように、 小さ
な機能から大きな機能に展開していくということなのである。
自分の好きな仕事をす
専門学校で 大学で
好きな学習をする 好きな学習をする
図16 複数の手段と目的の例
図16の複数の手段と目的の例を、上位の機能と下位の機能との関係で示したのが、図17であ
る。このように、下位の機能から上位の機能を見つけるためには、 見つかった上位の機能が、
下位の機能以外でも達成できるかどうかという ことを考えてみることである。 上位の機能が、
下位の機能以外でも達成できるという ことがわかったら、機能の上方展開ができたということ
になる。上位の機能が、下位の機能以外では達成できないということがわかったら、その上位
の機能は、再検討しなければならない。あるいは、上位の機能と、下位の機能との関係がよく
わからないという ことになった場合でも、上位の機能は再検討しなければならない。つまり、
上位の機能には、下位の機能の代替案がある場合のみ、上位の機能でありうるのである。この
ようにして機能の包含関係を見つけることは、頭の論理的な思考訓練にも役立つことであろう。
下位の機能 下位の機能
図17 上位の機能と下位の機能の関係
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3. 2 最高位までの目的の追求
図3における目的の確定の手順では、 6番目に最高位までの目的を追求するとなっている。
図17の上位の機能と下位の機能との関係を一般化したものが、図18の複数の手段と目的の関係
である。このように、機能の上方展開をすることにより、手段から目的を見つける訳である
が、この見つけた目的を手段と して、更に、上位の目的を見つけることができるのである。
手 段
図18 複数の手段と目的の関係
図19に示したのが、図18の手段から目的を見つける機能の上方展開を、最高位の目的が見つ
かるまで繰り返したものである。手段から目的を見つけるには、「何のためにそうするのか」と
考える訳であるが、更に、見つかった目的を手段に置き換えて、再度、「何のためにそうするの
か」と考えることになる。これを繰り返していくと、遂に、もうこれ以上は考えられない目的
に到達する。これが、最高位の目的である。最高位の目的とは何なのか、それは、もうこれ以
上、上位の目的を見つけることができない目的のことである。一般的に、下位の目的では、自
分のことを中心に考えているが、 上位の目的に機能展開するに従って、自分と関わりのある他
人を巻き込んだ目的に変わっていく。最後の最高位の目的に近づくに従って、自分と他人を含
めた地域社会に関連した目的を目指すようになっていく。
最高位の目的
イ可のためにそうするのか
目的
何のためにそうするのか
手段 段
図19 最高位までの目的
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図19の最高位までの目的を例示したのが、図20である。「自分の好きな仕事をするjのは、何
のためなのだろうかと考えた時に、それは、「自分自身が楽しい生活をするためである」という
様に考えていくのである。この時に、自分自身が楽しい生活をするためには、別に、自分の好
きな仕事をしなくても、お金が儲かる仕事をすればよいのではないか、と考えられれば、この
目的は上位の機能となるのである。次に、「自分自身が楽しい生活をする」のは、何のためなの
だろうかと考えていく。それは 「同じ生活レベルの友達と、生活を楽しむためであるjという
風に考えたとしよう。人間一人では生きてはいけない。自分自身が楽しい生活をするというこ
とは、友達と一緒に楽しい生活をするということが考えられる。その場合、お互いの生活レベ
ルが違っていては、気を使ってあまり楽しい生活にはならないのではないだろうか。この時
に、同じ生活レベルの友達と、生活を楽しむためには、自分自身が楽しい生活ををしていなく
てもよい、と考えられるならば、この目的は上位の機能となるのである。ここが、 機能の展開
の分かれ目となる。それは、自分だけの目的から、他人も含んだ目的に発展しているからであ
る。同様にして、同じ生活レベルの友達と、生活を楽しむのは、何のためなのだろうと考えて
みる。このように生活を楽しめるのは、地域社会からの，恩恵、があるからなので、「同じ地域社会
の友達と、地域に貢献するjためであると考えられる。 もう、これ以上、上位の目的がないと
すれば、これが、最高位の目的となる。
専門学校で
好きな学習をする
同じ地域社会の友達
と、地域に貢献する
同じ生活レベルの友達
と、生活を楽しむ
自分自身が
楽しい生活をする
自分の好きな仕事をす
図20 最高位までの目的の例
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3. 3 本当の目的の確定
図3における目的の確定の手順では、 7番目に本当の目的を確定するとなっている。図2の
目的の確定の流れから、 直接関係した部分を取り出したのが、図21である。最高位の目的まで
展開できたら、今度は逆に、目的が要望や依頼事項に合致しているかどうかということを考え
て、下方に向かつて戻る。要望や依頼事項に合致している目的が見つかったら、その目的を本
当の目的として確定する。
最高位の目的
要望や依頼に合致しているか。 何のためにそうするのか。
目 的
要望や依頼に合致しているか。 何のためにそうするのか。
本当の目的 目的
図21 本当の目的の確定
図20の最高位までの目的の例から、本当の目的の確定に関係する部分を抜き出したのが、図
22である。「大学で好きな学習をする」という機能について、図22の最高位の目的を見ると、「同
じ地域社会の友達と、地域に貢献する」となっている。ボランテイア等で社会貢献の意欲に燃
えている学生であれば、これが「本当の目的」であってもよい。しかし、一般的な学生で考え
ると、少し大げさ過ぎる。その下の、「同じ生活レベルの友達と、生活を楽しむ」も、 一般の学
生はあまり考えていないだろう。その下の、「自分自身が楽しい生活をする」は、一般の学生と
しては妥当であるので、これを「本当の目的」にすることができる。
本当の目的
同じ地域社会の友達
と、地域に貢献する
同じ生活レベルの友達
と、生活を楽しむ
自分自身が
楽しい生活をする
図22 本当の目的の確定としての例
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3. 4 目的を確定するということはどういうことなのか
ここで、目的を確定するということはどういうことなのか、ということについて述べてみ
る。図3に示した目的の確定の手順から、目的の確定の部分を抜き出したのが、図23である。
2. 1 機能の上方展開
2. 2 最高位までの目的の追求
2 . 3 本当の目的の確定
図23 目的の確定
この3つのフェーズの個々については、既に述べてきたが、全体を通してみると、図24に示
したような、目的の収束から目的の発散に向かつて、山に登ってから降りてくるような、 大き
な流れがあることがわかる。最初に、確定した全ての機能を上方展開して、ピラミッドの頂点
を目指すように、できるだけ目的を統合して行きながら、次には、 逆にピラ ミッドの下方に向
かつて本当の目的を見つけにいく。これが、目的を確定するための基本的な方法である。
目的の収束
目的の発散
図24 目的の追求
目的の収束とは、基になった確定した全ての機能を上方展開して目指す目的は、必ず最終的
にlつに収束される、という考え方である。よって、確定した機能は、全て最終目的は同じで
ある筈なのであるが、まだ見つかっていないという様に考えるのである。目的の発散とは、l
つに収束された目的から、確定した機能に向かつて、自分または、 グループメ ンバーの責任範
囲において、要望や依頼に合致した本当の目的を見つけようとするものである。つまり、最高
位の目的の責任範囲から、 責任範囲を少しずつ狭めていくといつことなのである。このような
方法を取れば、例え、最初は確定した全ての機能についての目的が明確で、なくても、後で目的
を明確にすることができるということがわかるであろう。これで、目的を確定するという こと
はどういうことなのか、ということがわかったのではないだろうか。
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3.5 目的の確定のための収束と発散
ここで、収束と発散について、もう一度考えてみよう。収束と発散の大きな流れを、図25に
示した。市役所での仕事を例に取ると、最初に、 全ての確定した機能の上方展開を行うとす
る。一般的に、市役所の最終的な目的というものは、どこの市役所においても同じである。最
高位の目的として考えられるのは、「市民が快適な生活を送れるようにする。」ということであ
ろう。ということは、確定した機能から、最高位の目的までの問には、無限の中間的な目的が
存在するということになる。無限の中間的な目的を、 lつlつ機能展開していった場合、いず
れ、どこかで、他の確定した機能の展開としての中間的な目的とぶつかる筈である。全ての確
定した機能の展開結果として、次々とぶつかりながら、最高位の目的に到達していくのであ
る。最高位の目的に到達したら、最高位の目的を「本当の目的」としてよいのだろうか。「市民
が快適な生活を送れるようにする。」ということでは、快適な生活を送るということが抽象的
すぎて、 実感が湧かない。つまり、機能が実現できた場合、その成功尺度がはっきりしない訳
である。そこで、威力を発揮するのが、「発散Jという考え方である。図25の例で見れば、最高
位の目的から、本当の目的 lに矢印が向かっているが、本当の目的 lの一番先にあるのが、出
発点としての確定した機能である。この時に、検証している目的が本当の目的になるかどうか
を決めるキーになるのが、市役所での自分またはグループメンバーの権限と責任範囲である。
目的が、具体的なイメージとして視野に入ってきた時が、本当の目的を決定する場面になるの
である。このように、目的を確定する場合、ただ、単に、機能展開して目的を見つけるだけで
は、本当の目的の確定にはならない。目的を確定するには、機能を 「収束Jして「発散」 する
ことが必要であるということがわかったであろう。これにより、目的が確定できれば、次の対
象範囲の確定に進むことができるのである。
図25 収束と発散の考え方
本当の
目的3
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E 考 察
本研究の目的は、生涯学習社会の実現のために、専門家だけではなく、一般の人々が問題解
決技法の手順を理解して、実際に活用できるようにすることである。そのために、本研究の課
題としては、第l段階の問題の発見における、第l工程の目的（Why）の確定について、詳細
な分析を試みた。前述したように、この目的と課題については達成できた。 この第l工程の目
的（Why）の確定の詳細な分析を通して見ると、問題を発見するための最初の工程である目的
の確定とは、機能の収束と発散であることが解かる。目的を確定する場合、機能の収束と し
て、ただ、単に、機能を上方展開して目的を見つけるだけでは、本当の目的の確定にはならな
い。次に、機能の発散を行わなければならないのである。機能の発散とは、 Iつに収束された
目的から、確定した機能に向かつて、自分または、グループメンバーの責任範囲において、要
望や依頼に合致した本当の目的を見つけようとするものである。つまり、最高位の目的の責任
範囲から、 責任範囲を少しずつ狭めていくということなのである。このよ うな方法を取れば、
例え、最初は確定した全ての機能についての目的が明確でなくても、後で目的を明確にするこ
とができるということがわかるであろう。目的を確定するためには、 機能を収束して、更に発
散することが必要であるということが明確になったことが本研究の成果である。
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